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重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント
12 月定例会議案

　12月６日から７日までの日程で、令和５年第４回南伊勢町議会定例会が開催されました。
　決算認定８件、補正予算案８件、条例案７件、その他の議案１件、同意５件、あわせて29件が
提案され、すべて原案通り可決・承認されました。
　一般質問では、議員７名が質問を行いました。

議案第91号　令和５年度南伊勢町一般会計補正予算（第８号）

議案第91号　令和５年度南伊勢町一般会計補正予算（第８号）

物
価
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
事
業

１
億
６
３
５
０
万
円

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増

を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）に
対
し
、
一
世
帯
当
た
り
７
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

う

町

れしい＆助かります

内の消費を喚起します プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

５
３
８
７
万
円

　

町
内
の
対
象
店
舗
の
み
で
利
用
可
能
な
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
消
費
の
下
支
え
を
通
じ
た

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

使
用
可
能
額　

一
人
当
た
り
８
，
０
０
０
円

（
４
，
０
０
０
円
で
購
入
可
能
）
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議案第77号　令和５年度南伊勢町一般会計補正予算（第７号）

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業

９
２
７
万
円

（
債
務
負
担
行
為
補
正
）

　

地
域
の
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
元
気
で

明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
令
和
６
年
度
に

神
津
佐
に
建
設
予
定
で
す
。

地 域活性化のため

議案に対する議員の表決状況（賛否の分かれたもの）
政　　　　党 無　所　属 共産党

議　員　名

議　案　名　等

上
村　

直
美

田
岡　
　

悟

山
本　

克
彦

森　
　

源
久

倉
田　
　

育 

河
村　

健
志 

掛
橋　
　

靖 

田
中
喜
一
郎

岡
本　
　

眞

東　

伊
久
雄 

松
葉　

和
久 

岡
田　

和
夫 

認定第８号
令和５年度南伊勢町病院事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ●

議案第 77 号
令和５年度南伊勢町一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ●

※表決　（〇＝賛成　●＝反対　退＝退席　議＝議長）
※政党　（無＝無所属、自民党＝自由民主党、共産党＝日本共産党）
※議長は表決に加わらない。

議案第90号　財産の取得について

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

軽
四
積
載
車

１
５
０
６
万
円

　

南
伊
勢
町
消
防
団
の
穂
原
分
団
第
５
部
（
内

瀬
）、
第
２
分
団
第
４
班（
伊
勢
地
）に
お
け
る
消

防
ポ
ン
プ
車
の
経
年
劣
化
に
伴
い
、
車
両
の
更

新
を
行
う
も
の
で
す
。

出 動のないように

3 令和６年２月



議員の Q uestion 行政の A nswer
一般質問は、町民の声や議員自身の考えをもとに、町の行政・財政の全般にわたり、執行
機関に対して疑問点をだだし、将来に対する政策方針などを問うものです。

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問の質問事項・内容は、議会広報特別委員会で会議録に基づいて編集、要約しています。
詳細は、議会事務局に、お問い合わせください。

質 問 議 員 質　　　　問　　　　事　　　　項 ページ

倉 田 　 育
①　法改正に伴う建物・土地問題の解決とサポート体制について
②　耕作放棄地の解消と農地法改正について
③　町独自の短期就労・求人情報支援について

5

岡 田 和 夫
①　災害時の二次避難所の確保と、避難所の割り当てについて
②　大規模災害時における役場職員の避難者支援活動について

6

田 岡 　 悟
①　養殖漁業の振興について
②　観光と漁業について
③　ふるさと納税について

7

上 村 直 美
①　安全安心のまちの実現に向けて
②　町の公園整備状況について
③　広域でのごみ処理の現状と課題

8

田　中　喜一郎
①　当町における「権利ようごセンター」の取組と展望について
②　地域を守る消防・防災・救急体制について

９

森 　 源 久
①　人口減少に関連する事柄と対策、並びに費用対効果
②　南伊勢町の展望と未来

10

岡 本 　 眞 ①　みなみいせまつりについて
②　町政懇談会について 11

議会を傍聴しませんか

３月
議会

３月４日～３月25日
傍聴の受付は議会事務局まで。

皆様の傍聴をおまちしています。

議会に関するご意見、ご要望がございましたら、議会事務局までご連絡ください。
TEL　0599－66－1781　　FAX　0599－66－2164　

次回定例議会（予定）
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２
０
２
４
年
４
月
か

ら
「
相
続
登
記
」
が

義
務
化
さ
れ
る
。
所
有
者
不
明

土
地
が
発
生
す
る
原
因
の
66
％

が
相
続
登
記
未
了
で
あ
り
、
譲

り
受
け
た
側
の
不
動
産
所
有
者

の
高
齢
化
の
懸
念
も
あ
る
。
こ

の
義
務
化
に
伴
う
対
応
に
つ
い

て
、
町
民
へ
の
万
全
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
、

相
続
登
記
に
は
法
律

上
の
義
務
が
な
い
た
め
、
所
有

者
不
明
の
空
き
地
・
空
き
家
が

増
加
し
、
全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

相
続
登
記
の
義
務
化
に
よ
り
、

所
有
権
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
す
る
こ
と
が

法
律
上
の
義
務
と
な
り
、
正
当

な
理
由
が
な
い
の
に
相
続
登
記

し
な
い
場
合
、
10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
当
町
で
も
、
空
き
地
や

空
き
家
が
増
え
、
未
登
記
物
件

が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

相
続
登
記
に
関
し
て
は
、
法

務
局
の
管
轄
で
あ
る
た
め
、
手

続
き
等
は
個
人
が
法
務
局
で
直

接
行
う
か
、
司
法
書
士
等
を
介

し
て
行
う
こ
と
に
な
る
。
町
と

し
て
も
、
窓
口
や
電
話
で
の
相

談
対
応
、
ま
た
、
チ
ラ
シ
の
配

布
や
広
報
で
の
周
知
等
、
法
務

局
と
連
携
を
と
り
情
報
共
有
し
、

町
で
出
来
る
こ
と
を
行
っ
て

い
く
。

現
在
の
仕
事
に
加
え
、

短
期
就
労
・
ア
ル
バ

イ
ト
を
求
め
る
方
が
全
国
的
に

増
え
て
い
る
。
町
と
し
て
、
新

た
に
独
自
の
支
援
体
制
を
整
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
令
和
５
年
度

よ
り
、
町
独
自
の
取

組
と
し
て
、「
お
し
ご
と
バ
ン

ク
」
を
創
設
し
、
町
の
「
お
仕

事
情
報
掲
示
板
」
を
お
し
ご
と

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
運
営
し
て
い

る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
事

業
者
と
求
職
者
に
マ
ッ
チ
ン
グ

の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
、

町
内
の
募
集
事
業
者
は
求
人
情

報
を
掲
載
し
、
求
職
者
が
そ
の

事
業
所
に
直
接
連
絡
す
る
仕
組

で
、
双
方
無
料
で
利
用
で
き
る
。

登
録
が
苦
手
な
業
者
に
つ
い
て

は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
手
続
き

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
収
穫
時

期
等
の
期
間
限
定
の
募
集
も
あ

り
、
現
在
の
登
録
者
数
１
３
５

名
、
募
集
記
事
の
掲
載
件
数
21

件
、
10
月
ま
で
の
採
用
者
数
７

名
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
仕
組

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
求
人
情
報
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

A

相続登記が義務化

相
続
登
記
の
サ
ポ
ー
ト
は

町
長
　
相
談
対
応
し
、
周
知
し
て
い
く

求人支援は
町長　取り組んでいく

この掲示板の利用は無料です

QA

倉
くら

　田
た

　　　育
いく

　議員

5 令和６年２月

一般質問



津
波
が
予
想
さ
れ
て

い
る
地
区
で
、
二
次

避
難
所
が
足
り
て
い
る
地
区
と
、

足
り
て
い
な
い
地
区
が
あ
る
。

そ
れ
で
大
丈
夫
な
の
か
。

　

ま
た
、
避
難
場
所
が
あ
り
な

が
ら
、
ど
の
地
区
住
民
が
ど
こ

の
避
難
所
に
避
難
す
る
の
か
。

割
り
当
て
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
決
め
る
の
か
。

町
長　
現
在
30
か
所

の
二
次
避
難
所
が
あ

る
。「
お
ひ
さ
ま
保
育
園
」
の

建
設
や
、
人
口
減
少
な
ど
の
要

因
に
よ
り
、
二
次
避
難
所
の
収

容
人
数
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　

田
曽
浦
地
区
で
は
避
難
す
る

区
民
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
、
グ
ラ
ン
ド

や
空
き
地
に
設
置
で
き
る
避
難

生
活
用
ド
ー
ム
テ
ン
ト
を
50
張

整
備
す
る
取
組
も
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
し
な

が
ら
、
既
設
の
二
次
避
難
所
や

予
備
施
設
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

　

二
次
避
難
所
の
割
り
当
て
に

つ
い
て
、「
部
屋
割
り
」
に
つ

い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
地

域
住
民
を
主
体
と
し
た
地
区
に

よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
を

通
し
て
、
学
校
施
設
を
ど
の
よ

う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
、
学

校
教
育
活
動
の
早
期
再
開
も
踏

ま
え
て
、
町
も
地
域
に
入
っ
て

一
緒
に
考
え
て
い
く
。

二
次
避
難
所
運
営
に

関
し
て
、
役
場
職
員

は
配
置
し
な
い
と
い
う
考
え
な

の
か
。

　

住
民
だ
け
に
任
せ
る
の
で
な

く
、
日
頃
か
ら
役
場
職
員
が
災

害
時
の
手
立
て
に
つ
い
て
訓
練

し
、
被
災
者
を
指
導
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。町

長　

南
海
ト
ラ
フ

地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
職
員
は
「
災
害
時
職
員
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、

近
く
の
庁
舎
等
に
参
集
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

参
集
後
は
、
町
災
害
対
策
本

部
で
各
班
に
わ
か
れ
、
災
害
対

応
を
行
う
。
被
災
直
後
か
ら
多

く
の
災
害
業
務
が
あ
り
、
行
政

と
し
て
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
町
職
員
が
避

難
所
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
は

難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

基
本
的
に
避
難
所
の
運
営
は

避
難
者
が
自
ら
行
う
こ
と
と
さ

れ
、
町
で
は
「
南
伊
勢
町
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
、
各
地
区
に
説
明
の
う
え
配

布
し
て
い
る
。

　

来
る
べ
き
災
害
に
備
え
、
避

難
所
に
お
け
る
運
営
訓
練
等
を

促
進
し
、
地
区
の
防
災
意
識
や

防
災
行
動
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

QA

確保と割り当ては
町長　既設避難所や予備施設の充実を

足腰丈夫に

QA 被
災
者
支
援
活
動
は

町
長　
総
力
を
あ
げ
て訓練が大事

岡
おか

　田
だ

　和
かず

　夫
お

　議員

6

一般質問



当
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
行
政
支
援
と
し

て
、
漁
業
共
済
制
度
の
赤
潮
特

約
、
漁
業
近
代
化
資
金
へ
の
利

子
補
給
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
養
殖
漁
業
へ
の
支
援
は
。

町
長　

養
殖
漁
業
に

つ
い
て
、
養
殖
共
済

の
負
担
額
に
対
す
る
補
助
率
を

継
続
し
、
今
年
度
か
ら
は
ク
ロ

マ
グ
ロ
も
対
象
と
し
、
契
約
者

負
担
額
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
新
た
に
真
珠
母
貝
及

び
稚
貝
購
入
対
策
補
助
金
も
新

設
し
、
養
殖
漁
業
経
営
の
安
定

化
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
対
す
る
取
組
と
し
て
、
漁

業
就
業
の
相
談
窓
口
の
構
築
、

漁
師
塾
制
度
を
拡
充
し
、
後
継

者
育
成
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
漁
業
・
漁
村
を
支
え

る
人
材
の
確
保
・
育
成
に
取
り

組
み
、
漁
業
者
や
関
係
団
体
等

と
連
携
し
、
養
殖
漁
業
の
振
興

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

当
町
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
は
、
観
光

漁
業
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
と

思
う
が
、
行
政
と
し
て
の
観
光

漁
業
の
認
識
は
。

町
長　

観
光
漁
業
と

は
、
観
光
と
漁
業
を

組
み
合
わ
せ
た
取
組
で
、
観
光

客
等
が
漁
業
活
動
に
参
加
し
た

り
、
漁
師
の
仕
事
や
漁
村
の
生

活
を
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
地
域
の
漁
業
文
化
や

伝
統
を
宣
伝
し
、
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
。

　

観
光
協
会
で
は
、
事
業
者
と

と
も
に
「
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら

し
」
が
体
験
で
き
る
南
伊
勢
体

験
ワ
ー
ル
ド
が
実
施
さ
れ
、
養

殖
筏
の
餌
や
り
体
験
な
ど
の
漁

業
体
験
や
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど

の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト

ド
ア
体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
観
光
漁
業
は

こ
れ
か
ら
の
観
光
事
業
に
必
要

な
取
組
と
考
え
て
い
る
の
で
、

漁
協
な
ど
漁
業
関
係
者
と
協
議

し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
体
験
が

で
き
る
よ
う
に
観
光
業
と
産
業

を
結
び
付
け
て
観
光
漁
業
の
推

進
と
漁
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

QA 今
後
の
養
殖
漁
業
は

町
長
　
経
営
の
安
定
化
を

観光漁業の認識は
町長　地域経済を活性化させる

QA

魚つかみ　最高！！

広がる緑のじゅうたん

田
た

　岡
おか

　　　悟
さとる

　議員

7 令和６年２月
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町
長
が
掲
げ
る
「
安

全
安
心
の
ま
ち
」
が

目
に
み
え
て
実
現
さ
れ
、
町
が

活
性
化
し
て
い
く
よ
う
に
感

じ
る
。

　

南
島
地
区
の
小
中
学
校
の

保
護
者
に
対
し
て
高
台
移
転
の

説
明
会
も
行
わ
れ
た
が
、
進
捗

状
況
は
。

教
育
長　

南
島
地
区

の
小
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
の
老
朽
化
、
海

抜
の
低
さ
や
海
岸
線
へ
の
近
さ

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

昨
年
度
、
３
度
の
説
明
会
を

開
い
て
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
思
い
を
聞
い
た
う
え
で
、
南

島
地
区
小
中
学
校
統
廃
合
実
行

委
員
会
で
検
討
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
中
学
校
を
一

体
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
、
新

校
舎
を
現
在
の
南
島
中
学
校
の

場
所
に
建
設
す
る
こ
と
、
新
校

舎
建
設
と
小
学
校
統
合
の
時
期

は
令
和
９
年
４
月
を
目
途
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
年
度
末
に

答
申
を
受
け
た
。

　

一
方
、
な
か
よ
し
保
育
園
は
、

現
在
、
海
抜
４
メ
ー
ト
ル
と
低

い
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
南
島

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
角
に

新
園
舎
を
建
設
し
、
移
転
す
る
。

新
し
い
公
園
や
そ
の

他
の
公
園
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
状
況
、
今
後
の
維
持

管
理
は
。

町
長　

子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
く

遊
び
や
体
力
作
り
が
で
き
、
憩

い
の
場
と
な
る
公
園
づ
く
り
、

公
園
や
運
動
広
場
の
再
構
築
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
旧
南
島
保
育
所

跡
へ
公
園
整
備
を
し
、
公
募
の

結
果
、「
な
ん
と
う
公
園
」
と

決
定
し
、
12
月
19
日
の
供
用
を

開
始
す
る
。

　

他
２
公
園
の
改
修
は
、
老
朽

化
や
経
年
劣
化
し
た
遊
具
の
撤

去
・
更
新
や
獣
害
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を

進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
利
用
し
や
す
い
公

園
や
広
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

Q

安全安心のまちの実現は
教育長　小中学校を高台へ

A

子どもから高齢者まで

Q A 公園整備状況は
町長　着実に進んでいる

安全への一歩

上
うえ

　村
むら

　直
なお

　美
み

　議員
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権
利
擁
護
が
必
要
な

人
を
早
期
に
発
見
・

支
援
す
る
た
め
に
、
当
町
で
も

令
和
４
年
８
月
「
権
利
よ
う
ご

セ
ン
タ
ー
」
を
南
伊
勢
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
設
置
し
た
。

　
「
権
利
よ
う
ご
セ
ン
タ
ー
」

の
取
組
は
。

町
長　

当
町
で
は
、

元
気
で
生
き
生
き
と

自
分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
が
で
き

る
町
を
め
ざ
し
て
「
南
伊
勢
町

権
利
よ
う
ご
セ
ン
タ
ー
」
を
南

伊
勢
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
、
設
置
し
て
い
る
。

　

支
援
制
度
に
は
、
成
年
後
見

人
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
、
権
利
擁
護
生
活
支
援
事

業
の
活
用
が
あ
る
。

　

生
活
を
安
心
し
て
継
続
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
「
権
利
よ
う

ご
セ
ン
タ
ー
」
が
相
談
に
応
じ
、

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

超
高
齢
化
が
進
む

当
町
に
お
い
て
、
消

防
・
防
災
の
要
と
な
る
各
地
区

の
消
防
団
、
広
域
消
防
の
重
要

性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
救

急
体
制
の
充
実
は
、
医
療
体
制

の
充
実
と
同
じ
よ
う
に
重
要
だ

と
考
え
る
。

　

当
町
に
お
け
る
「
消
防
・
防

災
・
救
急
体
制
」
の
現
状
は
。

町
長　

当
町
に
お
け

る
消
防
・
救
急
体
制

は
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
志
摩
市
消
防

本
部
・
紀
勢
地
区
広
域
消
防
組

合
に
よ
る
常
備
消
防
と
南
伊
勢

町
消
防
団
が
連
携
を
図
り
消

防
・
救
急
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、

地
震
や
津
波
、
台
風
な
ど
の
風

水
害
に
備
え
る
た
め
、
「
南
伊

勢
町
地
域
防
災
計
画
」や
「
災

害
時
職
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、

「
南
伊
勢
町
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

に
よ
り
災
害
時
の
応
急
対
策
を

迅
速
か
つ
、
的
確
な
配
備
体
制

を
構
築
し
て
防
災
活
動
を
行
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
行
政
機
能

が
低
下
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
「
南
伊
勢
町
業
務
継
続
計

画
」
を
作
成
し
て
お
り
、
非
常

時
優
先
業
務
の
実
施
に
体
制
を

整
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
助
・
共

助
・
公
助
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
対

応
能
力
を
高
め
、
連
携
し
、
消

防
・
防
災
・
救
急
体
制
の
整
備

を
促
進
す
る
。

権
利
よ
う
ご
セ
ン
タ
ー
の
取
組
は

町
長
　
相
談
に
応
じ
支
援
を

Q

A

命を最優先

QA

権利を守る

地域を守るのは
町長　応援体制の整備を促進

田
た

中
なか

喜
き

一
いち

郎
ろう

　議員

9 令和６年２月
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買
い
物
が
で
き
る
お

店
や
金
融
機
関
の
閉

店
、
町
の
出
張
所
の
閉
鎖
な
ど
、

不
便
さ
の
連
鎖
に
よ
り
人
口
減

少
へ
拍
車
が
か
か
ら
な
い
か
心

配
で
あ
る
。

　

住
民
の
不
便
さ
解
消
・
人
口

減
少
対
策
と
し
て
今
後
の
構
想

と
考
え
は
。町

長　

住
民
の
方
々

か
ら
買
い
物
不
便
に

関
し
、
多
く
の
声
を
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
、
各
事
業
者

の
移
動
販
売
車
の
購
入
補
助
や

病
院
や
ス
ー
パ
ー
へ
の
町
バ
ス

の
乗
入
れ
運
行
な
ど
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
一
方
で
、
地
域
の
商
店

の
撤
退
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
必
要
な
対
策
を
検
討

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
担
い
手
確
保
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の

５
つ
の
柱
の
中
「
だ
れ
も
が
元

気
な
ま
ち
」
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
不
便
さ
解
消
・
人
口
減
少

対
策
だ
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

も
財
源
と
と
も
に
費
用
と
効
果

を
見
定
め
た
上
で
、
町
に
と
っ

て
真
に
必
要
な
対
策
を
実
行
し

て
い
く
。

時
の
流
れ
は
早
く
、

町
長
就
任
か
ら
約
２

年
が
経
過
し
た
。
町
長
が
考
え

た
施
策
が
さ
れ
、
今
現
在
と
な

り
、
こ
の
２
年
間
の
町
政
を
ど

う
総
括
す
る
の
か
、
ま
た
今
後

の
当
町
の
発
展
・
未
来
図
は
。

昨
年
度
は
色
々
と
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

一
歩
一
歩
着
実
に
取
り
組
み
、

前
進
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

町
民
の
希
望
が
実
現
で
き
る

よ
う
地
域
の
団
体
・
町
内
外
の

方
と
も
協
力
し
な
が
ら
取
組
を

進
め
て
き
た
。
今
後
も
心
か

ら
「
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

こ
こ
に
住
み
た
い
」
と
思
え
る

南
伊
勢
町
を
創
り
上
げ
て
い
く

事
こ
そ
が
今
後
の
発
展
に
向
け

た
未
来
図
で
あ
る
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
お
り
、
５
つ
の
柱
の

ま
ち
づ
く
り
を
、
10
年
先
20
年

先
を
見
据
え
確
実
に
実
行
し
て

い
く
。

Q

買い物不便対策は
町長　公共交通の利便性向上を

A

ドア ｔｏ ドアの公共交通で利便性向上

令和７年「全国豊かな海づくり大会」
開催地に決定

QA 今後の未来図は
町長　「ここに住んで良かった」

と思える町を創り上げる

森
もり

　　　源
もと

　久
ひさ

　議員
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第
一
回
み
な
み
い
せ

ま
つ
り
が
10
月
に
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
方
々
が
お
越
し
に
な
り
、

会
場
各
所
で
参
加
さ
れ
た
方
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
ま
つ

り
で
大
成
功
と
感
じ
た
。
町
長

の
所
感
は
。

町
長　

３
年
余
り
コ

ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ

れ
、
当
町
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
た
な
か
、
満
を
持
し
て

の
開
催
で
あ
っ
た
。
当
日
は

１
万
３
千
人
を
超
え
る
多
く
の

お
客
様
が
来
場
さ
れ
、
好
評
の

声
を
い
た
だ
い
た
。
今
年
得
ら

れ
た
多
く
の
実
績
と
教
訓
を
糧

に
、
来
年
、
再
来
年
へ
さ
ら
に

準
備
を
怠
る
こ
と
な
く
進
め
て

い
く
。

38
全
地
区
へ
出
向

い
て
、
町
の
考
え

を
説
明
し
、
地
域
の
声
を
聞
き
、

実
り
の
多
い
懇
談
会
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
町
長
の

所
感
は
。

町
長　

懇
談
会
は

「
一
人
ひ
と
り
の
声

を
か
た
ち
に
し
て
、
私
達
み
ん

な
の
元
気
で
、
町
を
輝
か
せ
た

い
」
と
い
う
思
い
で
開
催
し
ま

し
た
。
意
見
交
換
で
は
防
災
に

関
す
る
こ
と
や
、
仕
事
・
道
路
、

獣
害
や
買
い
物
な
ど
生
活
に
密

着
し
た
ご
意
見
ご
質
問
が
多
く

あ
っ
た
。
迅
速
に
対
応
で
き

た
も
の
も
あ
れ
ば
、
解
決
に
向

け
て
時
間
を
要
す
る
も
の
も
、

出
来
な
い
と
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か

解
決
策
を
考
え
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

み
な
み
い
せ
ま
つ
り
の
開
催
は

町
長
　
来
年
、
再
来
年
へ
と
つ
な
げ
る

Q

A

全地区で 1075 名の方が参加

QA

こころひとつに

町政懇談会について
町長　声をかたちに

岡
おか

　本
もと

　　 眞
まこと

　議員

11 令和６年２月
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◆ 委員会活動報告 ◆
～より良いまちづくりのために、調査・研究、
　　　　　　　　　　そして、現地視察などの活動を積極的に実践しています～

総
務
建
設
常
任
委
員
会

町
の
財
政
・
産
業
・
建
設
・
防
災
・
上
下
水
道
・
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
10
月
18
日

調
査
事
項

⃝

上
下
水
道
課
所
管

旧
南
勢
地
区
の
上
水
道
管
の

老
朽
化
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

◆
11
月
15
日

調
査
事
項

⃝

会
計
課
所
管

会
計
課
の
業
務
、
事
務
の
流

れ
、
内
部
牽
制
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
生
活
・
環
境
衛
生
・
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
町
税
な
ど
の
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
10
月
16
日

調
査
事
項

⃝

デ
マ
ン
ド
バ
ス

予
約
セ
ン
タ
ー
視
察

大
新
東
株
式
会
社

南
伊
勢
営
業
所（
内
瀬
）

◆
11
月
20
日

調
査
事
項

⃝

町
内
教
育
施
設
視
察

南
島
東
小
学
校

南
勢
中
学
校

◆
12
月
18
日

調
査
事
項

⃝

町
内
教
育
施
設
視
察

南
島
西
小
学
校

南
島
中
学
校

南
勢
小
学
校

　

11
月
～
12
月
は
、
町
内
の
小

中
学
校
全
校
の
現
場
視
察
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全

の
教
育
環
境
を
確
認
し
ま
し
た
。

活
動
報
告

活
動
報
告

委
員
会　
組
織
構
成

　

委
員
長　

河
村　

健
志

　

副
委
員
長　

田
岡　
　

悟

　

委　
　

員　

岡
田　

和
夫

　
　
　
　
　
　

松
葉　

和
久

　
　
　
　
　
　

東　

伊
久
雄
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あなたもつぶやきませんか？

FAX〒516－0194　南伊勢町五ヶ所浦3057　議会事務局　宛　　　0599－66－2164

どんなことでも大丈夫です（^^)/　みんなでつぶやきましょう。

つぶやき広場つぶやき広場つぶやき広場
みんなの

声

　令和７年に全国海づくり大会が南伊勢
町と志摩市で開催されると聞いて大喜び
です。海と共に発展してきた町なので、
これからも海の恵に感謝をします。

（70代男性）

海づくり大会

　最近、ハクビシンが空き家に棲みつい
てだんだん増えてきています。何かいい
対策はあるのかしら。

（60代女性）

ハクビシン

新しい、なんとう公園

　新しい公園はきれいで、広くて、子ど
もたちがたくさん来て、楽しそうに遊ん
でいます。もっと早く出来てほしかった
けど、子どもから大人まで楽しめる公園
が出来て、本当に嬉しいです。

（50代女性）

気をつけて

　以前から夜間においても、釣りをして
いる方が多くみられるようです。
　特に、岩場で釣りをする方もいるよう
で、大変、危険だと思います。
　標識、注意看板も必要かもしれません。
　しかし、夜間に釣りをする行為を止め
ることはできないのでしょうか？

（40代男性）

121212



あなたもつぶやきませんか？

FAX〒516－0194　南伊勢町五ヶ所浦3057　議会事務局　宛　　　0599－66－2164

どんなことでも大丈夫です（^^)/　みんなでつぶやきましょう。

つぶやき広場つぶやき広場つぶやき広場
みんなの

声

　令和７年に全国海づくり大会が南伊勢
町と志摩市で開催されると聞いて大喜び
です。海と共に発展してきた町なので、
これからも海の恵に感謝をします。

（70代男性）

海づくり大会

　最近、ハクビシンが空き家に棲みつい
てだんだん増えてきています。何かいい
対策はあるのかしら。

（60代女性）

ハクビシン

新しい、なんとう公園

　新しい公園はきれいで、広くて、子ど
もたちがたくさん来て、楽しそうに遊ん
でいます。もっと早く出来てほしかった
けど、子どもから大人まで楽しめる公園
が出来て、本当に嬉しいです。

（50代女性）

気をつけて

　以前から夜間においても、釣りをして
いる方が多くみられるようです。
　特に、岩場で釣りをする方もいるよう
で、大変、危険だと思います。
　標識、注意看板も必要かもしれません。
　しかし、夜間に釣りをする行為を止め
ることはできないのでしょうか？

（40代男性）

1313 令和６年２月



14

発
行
／
三
重
県
南
伊
勢
町
議
会
　
　
　〒５１６－０１９４　三

重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦
３０５７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

南
伊
勢
町
議
会
だ
よ
り

N
o .6
5

　
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
や
、
議
会
に
関
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
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６
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０
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６
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）２
１
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近
年
に
お
い
て
は
、
熊
や
猪
、

猿
等
の
動
物
に
よ
る
人
間
社
会

へ
の
被
害
が
多
く
報
道
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
象
変
動
も
要
因
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
以
前
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
の
が
、
脱
炭
素
、
エ
コ

な
社
会
で
す
。「
エ
コ
」
と
は

エ
コ
ロ
ジ
ー
を
略
し
た
言
葉

で
、
環
境
に
優
し
い
と
い
う
よ

う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
近

年
、
広
が
っ
て
い
る
の
が
エ

コ
ノ
ミ
ー
を
略
し
た
言
葉
で

あ
り
、
経
済
、
節
約
を
表
現
し

ま
す
。
環
境
と
経
済
と
の
両
立

は
、
大
変
難
し
い
で
す
。
ご
み

の
削
減
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
節
電
・

節
水
を
心
が
け
る
等
の
環
境
に

配
慮
し
た
生
活
を
意
識
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　
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森
）
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み んな で やっ とるで ～

＊＊ 健康太極拳教室 ＊＊

生涯学習講座編生涯学習講座編
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編
集
後
記

体力や体調に合わせ無理なく続ける事を第一に考える、健康長寿のための太極拳教室です。

高齢者の方でも身体に負担の少ない動きで、無理なく始められます。

みなさんの参加をお待ちしております。

毎月第１・第３水曜日　午前 10時 30分～午前 11時 30分
ふれあいセンターなんとう（村山）
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　令和６年能登半島地震により犠牲となられた方々にお悔やみ
申し上げますとともに、被災された方々に心よりお見舞い
申し上げます。
　依然として予断を許さない状況が続いていますが、
被災地域のみなさまの安全確保、そして一日も早い復旧・
復興を心よりお祈り申し上げます。


